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同
窓
会
発
足
1
1
0
周
年

�

高
校
時
代
に
思
い
を
は
せ
て

　

秋
田
高
校
同
窓
会
は
６
月
15
日
、
秋
田

キ
ャッス
ル
ホ
テ
ル
で
令
和
７
年
度
通
常
総
会

を
開
催
し
た
。
同
窓
会
発
足
か
ら
1
1
0

周
年
の
節
目
と
な
る
今
年
の
総
会
に
は
、
同

窓
生
や
教
職
員
ら
1
4
7
人
が
集
っ
た
。
令

和
６
年
度
の
決
算
報
告
、常
置
委
員
会
（
企

画
・
財
政
・
名
簿
・
広
報
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）

お
よ
び
郷
土
創
生
特
別
委
員
会
の
事
業
報

告
・
決
算
に
続
き
、
令
和
７
年
度
の
事
業
計

画
・
予
算
が
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

　

銭
谷
眞
美
会
長
は
冒
頭
、「
毎
年
、
桜

の
季
節
を
喜
ぶ
日
本
人
の
姿
が
ド
イ
ツ
人

に
は
不
思
議
に
映
る
ら
し
い
。
私
が
何
十

年
も
前
の
高
校
時
代
を
懐
か
し
く
思
う
気

持
ち
に
も
似
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。
こ
う
い

う
心
情
を
抱
く
こ
と
が
で
き
る
日
本
人
と

い
う
の
も
悪
く
な
い
と

思
う
」
と
挨
拶
し
た
。

　

４
月
に
着
任
し
た
庫く
ら

山や
ま

徹
校
長
は
、
創
立

1
5
0
周
年
記
念
事

業
で
昨
年
か
ら
始
ま
っ

た
生
徒
向
け
の
講
演
会

や
米
国
へ
の
短
期
研
修

事
業
な
ど
へ
の
同
窓
会

の
支
援
に
謝
意
を
表
明

し
た
。
ま
た
コ
ロ
ナ
禍

以
降
、
制
約
が
多
か
っ

た
運
動
会
や
秋
高
祭

な
ど
の
学
校
行
事
が
よ

う
や
く
従
来
の
形
を
取

り
戻
し
た
こ
と
や
運
動

部
・
文
化
部
と
も
に
県

大
会
、
全
国
大
会
で
好

成
績
を
収
め
て
い
る
、
と
生
徒
た
ち
の
活
躍

を
報
告
し
た
。

　

事
務
局
長
は
、
同
窓
会
が
前
年
度
、
生

徒
の
米
国
研
修
事
業
に
1
4
0
万
円
、
北

雄
講
演
会
に
1
2
0
万
円
を
支
出
し
た
こ

と
、
遠
方
で
行
わ
れ
た
全
国
大
会
出
場
へ

の
追
加
支
援
と
し
て
1
0
0
万
円
を
支
出

し
た
こ
と
な
ど
を
説
明
。
現
役
生
徒
へ
の

支
援
継
続
の
た
め
に
同
窓
会
費
の
納
入
を

お
願
い
し
た
い
と
呼
び
か
け
た
。

　

出
席
し
た
同
窓
生
か
ら
は
、
学
年
に
よ

る
会
費
の
納
入
率
の
ば
ら
つ
き
が
大
き
く
、

若
年
層
に
お
い
て
は
１
桁
の
学
年
も
あ
る
と

の
指
摘
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
大
学
教
員
の

同
窓
生
か
ら
は
県
内
出
身
学
生
の
I
T
リ

テ
ラ
シ
ー
に
課
題
を
感
じ
る
と
し
て
高
校
の

デ
ジ
タ
ル
教
育
強
化
を
求
め
る
意
見
も
出

た
。

　

総
会
後
の
記
念
講
演
で
は
、
東
映
ア
ニ

メ
ー
シ
ョ
ン
執
行
役
員
の
鷲
尾
天た
か
し

氏
（
昭

和
59
年
卒
）
の
講
演
が
行
わ
れ
た
。
鷲
尾

氏
は
「
プ
リ
キ
ュ
ア
」
シ
リ
ー
ズ
や
「
お
し

り
た
ん
て
い
」
な
ど
人
気
の
子
ど
も
向
け
ア

ニ
メ
を
手
掛
け
て
き
た
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
で
、

プ
リ
キ
ュ
ア
に
込
め
た
思
い
や
韓
国
作
家
の

絵
本
を
映
画
化
し
、
米
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
に
ノ

ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
た
こ
と
な
ど
を
語
っ
た
。

　

続
い
て
行
わ
れ
た
懇
親
会
で
は
、
幅
広

い
年
代
が
参
加
し
、
久
々
の
再
会
を
喜
ぶ

姿
が
会
場
各
所
で
み
ら
れ
た
。
会
が
進
む

に
つ
れ
高
ら
か
な
笑
い
声
が
あ
ふ
れ
、
最
後

は
応
援
団
O
B
紫
紺
の
会
の
リ
ー
ド
に
合

わ
せ
て
校
友
会
歌
を
斉
唱
、
来
年
の
再
会

を
誓
い
盛
会
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
た
。

同窓会総会

　

ク
マ
の
出
没
を
心
配
す
る

日
々
が
続
く
中
、
英
オ
ッ
ク

ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
大
学
院
で

動
物
学
、
生
態
系
を
専
攻
す

る
東
京
出
身
の
女
子
学
生
が

こ
の
夏
、
来
県
し
た
。
父
親

の
仕
事
の
関
係
で
ス
イ
ス
に

生
ま
れ
、
米
英
で
通
算
14
年

間
過
ご
し
、
米
ハ
ー
バ
ー
ド

大
を
昨
年
卒
業
し
た
ば
か
り

▼
ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
の
方
針
で
同

大
か
ら
外
国
人
留
学
生
を
排
除
す
る

動
き
が
取
り
沙
汰
さ
れ
る
前
だ
っ

た
。
卒
論
の
テ
ー
マ
は
コ
ウ
モ
リ
の

生
態
。
今
度
は
秋
田
の
ツ
キ
ノ
ワ
グ

マ
を
研
究
対
象
に
し
た
▼
秋
田
市
内

に
３
週
間
滞
在
し
、
大
学
、
行
政
の

専
門
家
、
市
民
ら
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

を
重
ね
た
。
秋
高
同
窓
会
館
も
訪

問
。
質
問
資
料
に
「
ク
マ
の
行
動
を

ど
う
思
う
か
」
「
ク
マ
を
管
理
す
る

戦
略
と
し
て
射
殺
す
る
こ
と
は
」
と

い
っ
た
項
目
も
あ
っ
た
。
ス
コ
ッ
ト

ラ
ン
ド
出
身
の
教
官
と
の
間
で
、

「
ク
マ
と
人
間
の
共
存
・
す
み
分
け

の
道
」
を
考
え
た
い
と
い
う
意
図
が

う
か
が
え
た
▼
ク
マ
は
危
険
で
厄
介

な
生
き
物
と
片
付
け
て
し
ま
う
ば
か

り
で
な
く
、
地
球
の
大
自
然
、
生
態

系
や
生
物
多
様
性
の
観
点
か
ら
、
ク

マ
を
見
つ
め
る
才
媛
の
姿
勢
に
深
く

考
え
さ
せ
ら
れ
る
。
日
常
生
活
に
ク

マ
の
脅
威
が
な
く
な
っ
て
ほ
し
い

が
、
以
前
の
よ
う
に
ク
マ
と
安
全
に

す
み
分
け
で
き
れ
ば
望
ま
し
い
だ
ろ

う
▼
阿
仁
の
マ
タ
ギ
は
ク
マ
に
感
謝

し
、
生
活
を
営
ん
で
き
た
。
私
た
ち

も
才
媛
の
視
点
や
マ
タ
ギ
の
精
神
か

ら
、
ク
マ
と
の
向
き
合
い
方
を
考
え

直
す
余
裕
を
持
て
る
だ
ろ
う
か
。

『一般会計 決算・予算』概要説明
①令和6年度決算

収入
会費収入は前年度実績よりは31名上回った
が、予算比では229名の減。
繰入金は150年史の頒布（残部あり）。

支出

だより116号を増ページ（全国大会等に出場
した部活が多かったため）
会員情報管理システム整備は翌年度へ繰越し。
コロナ禍で延期していた同期会の開催が多く、
支援額が増加。

② 令和7年度予算
規程を改定し入会金の額を１年相当分増額し、会費
の免除期間を卒業後４年から５年にする。
基金会計から400万円を繰り入れ、物価上昇分への
対応、母校生徒支援の増額、築30年以上経過した同
窓会館の設備整備に充当する。
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一般会計報告（同窓会事務局）


